
　第９表

　　１　想定原価は、託送供給等約款の料金を設定した際に整理された送配電関連原価の合計額とすること。
　　２　想定需要量は、託送供給等約款の料金を設定した際に整理された送配電関連需要の量とすること。
　　３　実績費用は、実際に発生した費用の額とすること。
　　４　実績需要量は、実際に発生した需要の量とすること。
    ５　想定原価及び想定需要量は、原価算定期間の合計を記載すること。
    ６　実績費用及び実績需要量は、原価算定期間の年数に対応した直近の事業年度の合計を記載すること。

（注１）乖離率計算書に表示される想定原価
  乖離率計算書に表示される情報のうち想定原価は、「第３表（注）１．送配電部門収支計算書等の作成基準」に従い、平成27年12月18日に経済産業
　大臣に認可を受けた託送供給等約款における料金設定の際に整理された送配電関連原価の合計額に２を乗じて得た額に平成27年12月18日に経済産業
　大臣に認可を受けた託送供給等約款における料金設定の際に整理された送配電関連原価の合計額と令和２年10月１日に経済産業大臣に認可を受けた
　託送供給等約款における料金設定の際に整理された送配電関連原価の合計額を2020年度における実施期間にて日数按分した額に１を乗じて得た額を
　３で除した額を記載している。

（注２）乖離率計算書に表示される想定需要量
  乖離率計算書に表示される情報のうち想定需要量は、「第３表（注）１．送配電部門収支計算書等の作成基準」に従い、平成27年12月18日に経済産業
　大臣に認可を受けた託送供給等約款における料金設定の際に整理された送配電関連需要の量を記載している。

項　　　　　　　　　　　目 値 備　　考

　補正後実績費用（百万円）（⑦） 581,635
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２．乖離率（補正後）

（注１）
　記載注意１に係る補正を行う費用項目については、一般送配電事業託送供給等約款料金算定規則において送配電関連可変費として整理されるも
　のとした。

（注２）
　記載注意２に係る補正後実績需要量については、電力広域的運営推進機関の定める「需要想定要領」により補正した量とした。

（記載注意）

　補正後実績需要量（百万kWh）（⑧） 87,732

　補正後実績単価（円／kWh）（⑨＝⑦／⑧） 6.63

　１　補正後実績費用は、実績費用をもとに、需要の補正に伴い変動した販売電力量のみによって変動する費用を補正する額とすることとし、かつ、
　　　補正を行った費用項目を脚注として記載すること。

　２　補正後実績需要量は、実績需要量をもとに原則気温により変動した値を補正した需要の量とすることとし、かつ、補正後実績需要量の算定根拠
　　　を脚注として記載すること。

　補正後乖離率（％）（（⑨／③－１）×100） 10.68

　想定原価及び想定需要量は、2018年４月から2021年３月までの３年の合計とした。

（記載注意）

　実績費用及び実績需要量は、2018年４月から2021年３月までの３年の合計とした。

　想定単価（円／kWh）（③＝①／②）                                             5.99

　実績費用（百万円）（④）                                         581,453

　実績需要量（百万kWh）（⑤）                                          87,449

　実績単価（円／kWh）（⑥＝④／⑤）                                             6.65

　乖離率（％）（（⑥／③－１）×100）

乖離率計算書

１．乖離率（補正前）

項　　　　　　　　　　　目 値 備　　考

　想定原価（百万円）（①）                                         573,694

　想定需要量（百万kWh）（②）                                          95,832


